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１．わたしたちは、病める人に愛情をもって奉仕します。
２．わたしたちは、病める人と痛みをわかちあえるよう日々努力します。

３．わたしたちは、病める人に生きる喜びを与えられるようこころ豊かな生活を心がけます。
４．わたしたちは、病める人とともに自分のもつ大きな理想のため誇りをもって働きます。

５．わたしたちは、病める人のため医学の基本を理解し、医療人として仕事の喜びを味わいます。

0826-72-6511

0826-72-6541
segawa@chiyoda-hospital.or.jp

“ＫＩＳ（= ｋｅｅｐ ｉｔ ｓｉｍｐｌｅ）”とは…
人生を、現況を、物事すべてを複雑に考えるのではなく、単純に、簡単に考えて実行しようという意味です。
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Q. 実習を終えてどうでしたか？

9週間ありがとうございました。作業療法士の先生方をはじめ、職員の方々がとてもやさしく、千代田病院の良い

ところをたくさん見ることができました。

Q. 実習中1番苦労した事は？

デイケアでレクリーダーを勤めたことです。利用者様が温かく見守ってくださって、思い出に残るレクになりま

した。

Q. 実習中楽しみだった事は？

実習で評価、考察することは、とても難しいことでしたが、ご指導いただいた先生のアドバイスの元、さまざま

な視点から分析し導き出される過程が楽しかったです。

広島国際大学医療福祉専門学校 3年 作業療法学科 田原 純

広島文教大学 4年 人間科学部人間福祉学科 後藤 成美

広島国際大学医療福祉専門学校から作業療法士、広島文教大学から精神保健福祉士の実習に１名ずつ来られまし

た。実習生を通じて職員も初心にかえり、自らを学びなおす良いきっかけとなりました。今回は、実習した感想

をQ＆Aで答えていただきました。

Q. 実習を終えてどうでしたか？

最初はとても緊張していましたが、振り返るとあっという間でした。どの部署にお邪魔しても、患者さんも職員の

方もあたたかく迎え入れて下さりとても嬉しかったです。色々な場所で実習させていただき、人生の先輩である患者

さんや利用者の皆さんから様々なことを教えて頂きました。また、患者さんとの関わりや実習指導者の方からの助言

を通して、PSWの専門性や病院が持つ役割について学びを深めることができました。ありがとうございました。

Q. 実習中1番苦労した事は？

コミュニケーションを図る際に、「なぜ」「どうして」「どのように」などの視点を持って話を伺うことや、自分

なりの考えを持つことに苦労しました。沢山の方とお話させて頂くことができ、自分自身の成長に繋がったのではな

いかと思います。

Q. 実習中楽しみだった事は？

個別活動やレクリエーションに参加し、皆さんと一緒に取り組めたことです。入院生活において何かを作ったり体

を動かしたりすることは、患者さんの一つの楽しみにもなっていることが分かりました。色々なお話をしながら、楽

しく取り組めたのでとても印象に残っています。

認知症サポーター養成講座

認知症サポーター養成講座とは、認知症について正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族をそっと

見守る、そっと手助けするなど、応援する人“認知症サポーター”になるための講座です。

当院では、北広島町認知症地域支援推進員が町内の各小、中、高等学校や金融機関、地域住民の皆さんのもとに

出向いて講座を行っています。

新庄小学校認知症サポーター養成講座

6/7は新庄小学校3・4年生7名が参加しました。すでに「認知症」という言葉を知っている生徒もおり、グループワークでは、

思いやりのある意見がたくさん出ました。講座終了後、生徒から「認知症は脳の病気だと分かった」「おじいちゃんやおばあ

ちゃんに優しくしようと思った」など感想をいただき、今日の講座で心強い認知症サポーターが増えました。

認知症サポーター養成講座 もみじ銀行

6/8はもみじ銀行の職員4名が参加しました。今年度より新しい取組となった金融機関へのサポーター養成講座。

町内の全金融機関に講座の希望調査を行った所、予想よりも多くの反響を頂きました。

この日の講座は、認知症の基礎知識や対応、認知症に気付くポイント等、計60分の内容でした。

これからも認知症の方が安心して地域で生活していける社会を目指して、啓発活動を続けて行きたいと思います。



 さんの近況

氏名日 職種　　年　　　月　

各部署の活動予定をコメントしております。

場合によっては内容の変更がございますので、ご了承ください。 ※ OTは作業療法士の略です。

７月はイベントがたくさんあり、『天の

川』の作品や『夏祭り』の作品等を

時期に合わせて制作し飾らせても

らっています。また病院行事の看板

や展示品を皆さんで協力して制作し

ています。また何かの機会にご紹介

できたらと思います。（OT田中）

毎月、うたたねの宿のカレンダー

上に、その月ならではの作品を

作っています。７月の夏野菜畑が

できると「カゴがあった方がいい

ね」の声から収穫したなす・きゅうり

のカゴも出来ました。次にかわい

いむぎわら帽子も加わり、にぎやか

な雰囲気となりました。(OT保田)

今回は七夕に向けており姫様ひこ

星様を制作して頂きました。こよりで

かわいく仕上がりました。外側を色

紙で貼り付けてバランス良くキレイに

完成しました。次回も夏らしい作品

を作っていただく予定です。

（OT冨田）

今回は七夕作品を作りました。

おり姫様とひこ星様を貼り絵で

きれいに貼ってもらいました。

他にも塗り絵の作品も作りまし

た。次回は夏の思い出に向

けた作品を作れたらと思って

います。 （OT寺迫）

少し前までは、天気の良い日にはお

庭に、ザルやむしろの上に梅を広げ

て干していた風景が見られていたの

ではないでしょうか。そんな風景を作

品にしてみました。梅干しの漬け方も

教えてもらいながら作品を作りました。

次の作品も楽しみにされておられま

す。(生活相談員 大上）

水車小屋の風景が完成し、

飾らせていただきました。「屋

根が上手にできましたね」

「小川は私が貼ったんよね」

などと皆さん楽しそうに会話さ

れていました。現在は「金魚

すくいの風景」を作っていま

す。（OT国政）

うたたねの宿

レクリエーション活動の「とばしホッケー」

の一場面です。

夏らしいチーム名で対戦をしました。

思わず立ち上がって、打ち返す方や、大

きく空振りをされる方もいて場が和みまし

た。

７月７日は、七夕です。

一足早いですが、利用者さん

と一緒に短冊を書きました。

皆さん、願い事を何を書こう

か悩んでおられました。

デイケアうたたねの宿です。

日々の利用者さんとの１コマ

を紹介します。



当院新館の屋根の下に、ツバメたちが

巣を作ってくれています。

この度、「日本野鳥の会」様から、ツバメ

との共存について感謝状をいただきま

した。かわいいツバメが巣から飛び立つ

のを見ては、患者さんと一緒に癒されて

います。

感謝状をいただきました

編 集 後 記

7月

16日 金子/ 17日 河村/  23日 寄政/ 30日 立川

◇「芋の苗植え」は、毎年中庭の畑に植えます。中庭に出る前の

皆さんの表情がとても嬉しそうで、イキイキされていたのが印象

的でした。他にも中庭では、様々な苗が植えられていて、日々大

きくなる苗を見ながら、「なすびだな？・・・トマトの花が咲い

てるな？・・・」などと話しながら皆さんと一緒に収穫を楽しみ

にしています。…東

休日、祝日（元旦を除く）はこぶし苑に相談員がいます。都合によ

り、相談員の変更がある場合がございますので、ご了承下さい。

〒731－1535
広島県山県郡北広島町今田3850
TEL：0826-72-9753  0826-72-9038
FAX：0826-72-3802

居宅介護支援事業所「まほろば」

通所介護事業所「つれづれ」

訪問介護事業所「いぶき」

【保険証等ご提示のお願い】
毎月、保険証等の確認を受付にて行っています。

変更等がない場合においてもご提示をお願いしておりますので、ご協力をよろしくお願いします。

【他科受診について】
患者さんが外部の医療機関を受診する場合、病棟スタッフ又はソーシャルワーカーにご連絡下さい。

【私物への名前記入のお願い】
衣類等の私物を持って来られる際、紛失防止のため、必ず名前をご記入ください。

なお、私物交換は外来で行いますので、受付までお声かけください。

— やまびこ意見箱について —
皆様にとってよりよい医療機関となりますよう努めてまいります。ご遠慮なく投函ください。

【病棟面会について】
対面面会を行っております。月曜日から土曜日（日祝を除く）の午後を面会時間とさせて

いただいており、当院外来にて面会が可能となっております。予約制となっておりますので、

ご希望がございましたら、担当ソーシャルワーカーまでお問い合わせください。

認知症対応型共同生活介護

グループホーム やどりぎ

グループホーム 「やどりぎ」

の介護職員、介護支援専門員

のスタッフを募集します。詳しく

は、採用担当係までお問い合

わせください。

TEL 0826-72-6521

５月３１日（水）に千代田病院で消防火災訓練が行われまし

た。実際に火災が起きた場面を想定し、館内アナウンスや要

救助者の避難誘導等を訓練しました。消火活動訓練では、

消火器の使い方や使用上の注意などを消防署の方に教わ

りながら、素早く初期消火が行えるよう練習しました。


